
環境調査事業”シナダレスズメガヤ駆除とカワラノギク育成” (52)
　 '１４年１月６日（月）～'14年１月３１日（金）   

相模川湘南地域協議会 記録：中門吉松 

 圃場内では、カワラノギクのロゼットに雑草がしがみ付き、圃場下手の壁際はシナダレスズメガヤ

が侵入して圃場を覆い尽くさんばかりです。･･･シナダレスズメガヤとの戦が続きます。 

 真夏の猛暑と日照りの影響で玉石河原と違う環境で生き残る”カワラノギクの仲間”にとっては厳しい環境変化を改めて感じた１年だったでしょう。 

 それでも、多くの花をつけて神川橋下河原に訪れた方々を楽しませてくれました。 1/11（火）、1/1９（日）柔らかい綿毛に包まれた種を採取しました。 

 第1圃場では数度の増水でシルトを含んだ泥水が

玉石を覆い尽くし、名前の知れない雑草が繁茂。 
 風で飛ばされる前に第１圃場の種子を採取し

ました。３年目も一袋取れました。 

１月１１日、第一圃場分を採取 １１月３０日 １月１１日、第２・３圃場 

 ３年目の圃場でも種子をつけたカワラノギクが

琥珀色に神川橋下圃場を淡く彩りました。 

 河原入口の不法投棄ゴミは、夏場とは違い減少しましたが、相

変わらず自転車などの乗り捨て投棄があります。 

雑草に覆われ始めた第一圃場 

１月１１日、第２圃場 

１月１１日、第１圃場下流側 自転車の泣き声が聞こえそうです 



1/16（日）定例（第3日曜日）のシナダレスズメガヤ除去に合わせて採種を行った 

毎回、遥々秦野から参加される菅沼さんは、カワラノギク圃場の手入れ・シナダレスズメガヤなどの雑草抜き取り作業を黙々とされる姿に頭が下がります。

真冬の空は紺碧に染まり、河原を覆う琥珀色

のカワラノギク種子とコントラストが良いですね。 

１月１９日 

         2014年1月１９日（日）神川橋下圃場から愛川町六倉圃場に移動してカワラノギクの採種作業を行った。 

統一は北風が強く、採種用に準備したビニール袋が吹き流し状態になり収穫が捗らなかった。・・・強風の採種は自重しましょう。 

 第３日曜日のシナダレスズメガヤ除去作戦に合せ

て、第２・３圃場の種子を採取しました。 

 秦野から毎回除去作戦に参加頂ける「菅沼さん」

には頭がさがります。井上さんとのコンビで採種。 

 第１圃場下流側に侵入したシナダレスズメガヤの

抜き取り作戦を実施。少しは除去できた！？。 

１月１９日 １月１９日 

 防寒具で完全武装の小林さん、採種中のビ

ニール袋が強風になびいて苦戦中！！ 

 神谷さんのビニール袋は風に飛ばされてしまい

ました。･･･良い運動にはなりましたね・・・？ 


